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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】さっぱりとした感触、のびがありながら、安定性が高く、化粧持ちの良い化粧料
の提供。
【解決手段】（Ａ）下記一般式（１）で示されるオルガノ（ポリ）シロキサンを含有する
化粧料。

［式中、Ｒ１はＣ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ６～Ｃ２０のアリール基から選択されるが
下記フノール基以外であり；Ｒ２及びＲ３は、Ｒ１又は下記フェノール基であり、ｎは０
～３の整数であり；Ｒ２及びＲ３のうち少なくとも１つは、Ｃ２～Ｃ２０のアルキレン基
を介したＹ置換基を有したフェノール基（Ｙは水素原子、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル基、Ｃ

６～Ｃ２０のアリール基、Ｃ７～Ｃ４０のアラルキル基、Ｃ１～Ｃ２０のアルキルオキシ
基、Ｃ６～Ｃ２０のアリールオキシ基、及びハロゲン原子等を表す。）を表す。］
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）下記一般式（１）で示されるオルガノ（ポリ）シロキサンを含有することを特徴
とする化粧料。
【化１】

［式（１）中、Ｒ１は独立して、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキル基、及び、
置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基からなる群から選択される、下記一般式（
２）以外の基を表し、Ｒ２及びＲ３は、それぞれ独立してＲ１又は下記一般式（２）で表
される有機基であり、ｎは０～３の整数である。ただし、式（１）中のＲ２及びＲ３のう
ち少なくとも１つは、下記一般式（２）で表される有機基である。

【化２】

（式（２）中、Ｘは置換又は非置換の炭素数２～２０のアルキレン基を表し、Ｙは水素原
子、置換又は非置換の炭素数１～２０の直鎖状、分岐、又は環状のアルキル基、置換又は
非置換の炭素数６～２０のアリール基、置換又は非置換の炭素数７～４０のアラルキル基
、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキルオキシ基、置換又は非置換の炭素数６～２
０のアリールオキシ基、置換又は非置換の炭素数７～４０のアリールアルキルオキシ基、
及びハロゲン原子からなる群から選択されるいずれかを表し、上記式（２）中のフェニル
基のＯＨの置換位置は独立に、オルト、メタ、又はパラ位である。）］
【請求項２】
　更に、（Ｂ）有機紫外線吸収剤を含むものであることを特徴とする請求項１に記載の化
粧料。
【請求項３】
　前記（Ｂ）有機紫外線吸収剤が、トリアジン誘導体、安息香酸エステル誘導体、ベンゾ
フェノン誘導体、ジベンゾイルメタン誘導体からなる群より選択される１種以上であるこ
とを特徴とする請求項２に記載の化粧料。
【請求項４】
　更に、前記（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサン以外の（Ｃ）シリコーン油を含むもので
あることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の化粧料。
【請求項５】
　前記（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサンを、０．１～５０質量％含有するものであるこ
とを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の化粧料。
【請求項６】
　更に、（Ｄ）エステル油を含むものであることを特徴とする請求項１から請求項５のい
ずれか一項に記載の化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】



(3) JP 2019-89721 A 2019.6.13

10

20

30

40

50

　日焼け止め化粧料は、紫外線吸収剤が用いられており、これらは一般的に塗布時のベタ
つきや油っぽさを生じさせる。特に固形の有機紫外線吸収剤を利用する場合、高極性油や
４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタンを使用することで安定性が改
善される報告がなされているが、油っぽさがあり、使用感に問題がある（特許文献１、２
）。
【０００３】
　一方で、油成分の中でシリコーン油はさっぱりとした感触があり、有機紫外線吸収剤と
併用する試みがなされているが、安定性、使用感の点でいまだ問題がある（特許文献３、
４）。
【０００４】
　また、変性シリコーンを用いる方法も提案されているが、十分とは言えない（特許文献
５、６）。さらに、フェニル基を含有するシリコーンを用いることで、化粧料へ二次付着
レス効果を付与する試みや、光沢を改善するための試みがされているが、エステル油に溶
解しないことが記載されている（特許文献７）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１６２９８８公報
【特許文献２】特開２０１７－７９６９公報
【特許文献３】特開２００３－１７１２５３公報
【特許文献４】特開２０１４－１１１５８３公報
【特許文献５】特開２００８－２４７８９７公報
【特許文献６】特開２０１７－６６１４０公報
【特許文献７】特開２０１２－２５０９２７公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたもので、さっぱりとした感触、のびがありながら、
安定性が高く、化粧持ちの良い化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明によれば、（Ａ）下記一般式（１）で示されるオル
ガノ（ポリ）シロキサンを含有することを特徴とする化粧料を提供する。
【化１】

［式（１）中、Ｒ１は独立して、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキル基、及び、
置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基からなる群から選択される、下記一般式（
２）以外の基を表し、Ｒ２及びＲ３は、それぞれ独立してＲ１又は下記一般式（２）で表
される有機基であり、ｎは０～３の整数である。ただし、式（１）中のＲ２及びＲ３のう
ち少なくとも１つは、下記一般式（２）で表される有機基である。

【化２】
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（式（２）中、Ｘは置換又は非置換の炭素数２～２０のアルキレン基を表し、Ｙは水素原
子、置換又は非置換の炭素数１～２０の直鎖状、分岐、又は環状のアルキル基、置換又は
非置換の炭素数６～２０のアリール基、置換又は非置換の炭素数７～４０のアラルキル基
、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキルオキシ基、置換又は非置換の炭素数６～２
０のアリールオキシ基、置換又は非置換の炭素数７～４０のアリールアルキルオキシ基、
及びハロゲン原子からなる群から選択されるいずれかを表し、上記式（２）中のフェニル
基のＯＨの置換位置は独立に、オルト、メタ、又はパラ位である。）］
【０００８】
　このような化粧料であれば、さっぱりとした感触、のびがありながら、安定性が高く、
化粧持ちの良い化粧料となる。
【０００９】
　また、本発明の化粧料は、更に、（Ｂ）有機紫外線吸収剤を含むものであることが好ま
しい。
【００１０】
　本発明の化粧料であれば、（Ｂ）有機紫外線吸収剤を含む場合であっても、塗布時のベ
タつきや油っぽさを生じさせることなく、さっぱりとした感触が得られ、安定性が高く、
化粧持ちの良い化粧料となる。
【００１１】
　この場合、前記（Ｂ）有機紫外線吸収剤が、トリアジン誘導体、安息香酸エステル誘導
体、ベンゾフェノン誘導体、ジベンゾイルメタン誘導体からなる群より選択される１種以
上であることが好ましい。
【００１２】
　このような（Ｂ）有機紫外線吸収剤は、紫外線防御効果が高いために好ましい。
【００１３】
　また、本発明の化粧料は、更に、前記（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサン以外の（Ｃ）
シリコーン油を含むものであることが好ましい。
【００１４】
　このように（Ｃ）シリコーン油を含む化粧料であれば、更にさっぱりとした感触が得ら
れ、かつ、安定性にも優れる化粧料となる。
【００１５】
　また、本発明の化粧料は、前記（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサンを、０．１～５０質
量％含有するものであることが好ましい。
【００１６】
　このような化粧料であれば、より確実に、さっぱりとした感触、のびがありながら、安
定性が高く、化粧持ちの良い化粧料となる。
【００１７】
　また、本発明の化粧料は、更に、（Ｄ）エステル油を含むものであることが好ましい。
【００１８】
　本発明における（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサンは、エステル油に溶解するため、エ
ステル油を含む日焼け止めやメイクアップ化粧料に好適に用いることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の化粧料は、シリコーンオイル特有のさっぱりとした感触、のびがありながら、
分離や析出等の従来の化粧料にあった安定性の問題が解決された、化粧持ちの良い化粧料
となる。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明者らは、上記目的を達成するため鋭意検討を行った結果、特定のシリコーンを含
む化粧料（特に、紫外線吸収剤やエステル油を含む日焼け止めやメイクアップ化粧料）が
、シリコーンオイル特有のさっぱりとした感触、のびがありながら、安定性が高く、化粧
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持ちの良い化粧料となることを見出し、本発明を完成させた。以下、本発明の化粧料につ
いて詳細に説明する。
【００２１】
　すなわち、本発明は、（Ａ）下記一般式（１）で示されるオルガノ（ポリ）シロキサン
を含有することを特徴とする化粧料である。
【化３】

［式（１）中、Ｒ１は独立して、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキル基、及び、
置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基からなる群から選択される、下記一般式（
２）以外の基を表し、Ｒ２及びＲ３は、それぞれ独立してＲ１又は下記一般式（２）で表
される有機基であり、ｎは０～３の整数である。ただし、式（１）中のＲ２及びＲ３のう
ち少なくとも１つは、下記一般式（２）で表される有機基である。

【化４】

（式（２）中、Ｘは置換又は非置換の炭素数２～２０のアルキレン基を表し、Ｙは水素原
子、置換又は非置換の炭素数１～２０の直鎖状、分岐、又は環状のアルキル基、置換又は
非置換の炭素数６～２０のアリール基、置換又は非置換の炭素数７～４０のアラルキル基
、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキルオキシ基、置換又は非置換の炭素数６～２
０のアリールオキシ基、置換又は非置換の炭素数７～４０のアリールアルキルオキシ基、
及びハロゲン原子からなる群から選択されるいずれかを表し、上記式（２）中のフェニル
基のＯＨの置換位置は独立に、オルト、メタ、又はパラ位である。）］
【００２２】
　尚、本発明においてオルガノ（ポリ）シロキサンとは、１分子中にシロキサン結合（－
Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ－）が１つであるオルガノシロキサン、及び１分子中に２つ以上のシロキ
サン結合を含むオルガノポリシロキサンをいう。
【００２３】
　式（１）のオルガノ（ポリ）シロキサン中、Ｒ１は独立に、置換又は非置換の炭素数１
～２０のアルキル基、及び、置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基からなる群か
ら選択される、上記一般式（２）以外の基を表す。非置換のアルキル基としては、メチル
基、エチル基、プロピル基等が挙げられる。置換されたアルキル基としては、ハロゲン化
アルキル基が挙げられる。このハロゲン化アルキル基は、モノ又はポリハロゲン化されて
いるものや、パーハロゲン化アルキル基でもよい。ハロゲンはフッ素及び塩素であること
が好ましく、特にフッ素が好ましい。ハロゲン以外の置換基としては、フェニル及びトル
イル等のアリール基が例示できる。置換又は非置換の炭素数６～２０のアリール基として
は、フェニル基、ナフチル基等の非置換のアリール基や、これらの水素原子がハロゲン等
で置換されたものが挙げられる。好ましいＲ１としては、メチル、フェニル、及びナフチ
ル基が挙げられる。
【００２４】
　Ｒ２及びＲ３は、それぞれ独立してＲ１又は上記一般式（２）で表される有機基である
。ただし、式（１）中のＲ２及びＲ３のうち少なくとも１つは、上記一般式（２）で表さ
れる有機基である。ｎは０～３の整数であり、好ましくは０～２である。
【００２５】
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　Ｘは、独立に、置換又は非置換の炭素数２～２０アルキレン基を表し、直鎖、分岐、又
は環状のいずれであっても良い。Ｘは、好ましくは置換又は非置換の炭素数２～１２のア
ルキレン基、特に好ましくは置換又は非置換の炭素数３～８のアルキレン基を表す。アル
キレン基が置換基を有する場合、その置換基としては、例えば、フッ素及び塩素等のハロ
ゲン原子、フェニル及びトルイル等のアリール基が挙げられる。Ｘとして特に好ましい基
として、プロピレン、イソプロピレン、ブチレン、及びイソブチレン基が挙げられる。
【００２６】
　Ｙは、独立に、水素原子、置換又は非置換の炭素数１～２０の直鎖状、分岐、又は環状
のアルキル基、置換又は非置換の炭素数６～２０アリール基、置換又は非置換の炭素数７
～４０のアラルキル基（例えば、炭素数１～２０のアルキル基の水素原子が炭素数６～２
０のアリール基で置換されているもの（即ち、Ｃ６～Ｃ２０アリールＣ１～Ｃ２０アルキ
ル））、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキルオキシ基、置換又は非置換の炭素数
６～２０のアリールオキシ基、置換又は非置換の炭素数７～４０のアリールアルキルオキ
シ基（例えば、炭素数１～２０のアルキルオキシ基の水素原子が炭素数６～２０のアリー
ル基で置換されたもの（即ち、Ｃ６～Ｃ２０アリールＣ１～Ｃ２０アルキルオキシ））、
及びハロゲン原子からなる群から選択されるいずれかを表す。これらの置換基としては、
アルキレン基Ｘの置換基として上述したもの、例えば、フッ素などのハロゲン基が例示で
きる。また、Ｙとしては水素原子、メトキシ基が好ましい。また、式（２）中、フェニル
基のＯＨ基の置換位置はＸに対して独立に、オルト、メタ、又はパラ位であり、特に好ま
しくはオルト位、パラ位である。
【００２７】
　また、このような（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサンとしては、下記一般式（３）、（
４）で示されるものが好ましい。
【００２８】
【化５】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｘ、Ｙ、ｎは上記と同様である。）
【００２９】
　上記一般式（１）で表される（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサンは、１種を単独で用い
ても良いし、２種以上を組み合わせて用いても良い。
【００３０】
　また、本発明で使用される（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサンは、特開平６－１８４３
１０、ＷＯ２０１４／０７３６０５に記載される方法を参考に合成することができる。
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【００３１】
　また、本発明の化粧料は、（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサンを、化粧料全体の０．１
～５０質量％含有するものとすることができ、好ましくは１～３０質量％、より好ましく
は１～２０質量％含有するものである。
【００３２】
　本発明の化粧料は、更に、（Ｂ）有機紫外線吸収剤を含むものであることが好ましい。
（Ｂ）有機紫外線吸収剤は、紫外線から皮膚を保護する作用を有する紫外線吸収剤である
。本発明で使用することができる有機紫外線吸収剤としては、トリアジン誘導体、安息香
酸エステル誘導体、ベンゾフェノン誘導体、ジベンゾイルメタン誘導体からなる群より選
択される少なくとも１種であることが好ましい。
【００３３】
　トリアジン誘導体の例としては、２，４－ビス－｛［４－（２－エチル－ヘキシルオキ
シ）－２－ヒドロキシ］－フェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－ト
リアジン（チノソーブＳ：ＢＡＳＦ社）、２，４，６－トリス［４－（２－エチルヘキシ
ルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－トリアジン（ユビナールＴ－１５０：Ｂ
ＡＳＦ社、Ｈｅｌｉｏ　ｓｕｎＯＴＺ：Ｏ’Ｌａｕｇｈｌｉｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社
）、及びジエチルヘキシルブタミドトリアジン（Ｕｖａｓｏｒｂ　ＨＥＢ：３ＶＳＩＧＭ
Ａ社）が挙げられる。２，４－ビス－｛［４－（２－エチル－ヘキシルオキシ）－２－ヒ
ドロキシ］－フェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、及
び２，４，６－トリス［４－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，
３，５－トリアジンが好ましい。
【００３４】
　安息香酸エステル誘導体の例としては、２－［４－（ジエチルアミノ）－２－ヒドロキ
シベンゾイル］安息香酸ヘキシルエステル（ユビナールＡ　ｐｌｕｓ　グラニュラー、ユ
ビナールＡ　ｐｌｕｓＢ：ＢＡＳＦ社）が挙げられる。
【００３５】
　ベンゾフェノン誘導体の例としては、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン（
ユビナールＭ４０：ＢＡＳＦ社、エスカロール５６７：ＩＳＰ社）、ジヒドロキシジメト
キシベンゾフェノン（ＳＥＥＳＯＲＢ１０７：シプロ化成社）、ジヒドロキシベンゾフェ
ノン（ＳＥＥＳＯＲＢ１００：シプロ化成社）、テトラヒドロキシベンゾフェノン（ＳＥ
ＥＳＯＲＢ１０６：シプロ化成社）が挙げられる。
【００３６】
　ジベンゾイルメタン誘導体の例としては、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシ－ジ
ベンゾイルメタン（パルソール１７８９：ＤＳＭニュートリションジャパン社）が挙げら
れる。
【００３７】
　本発明における（Ｂ）有機紫外線吸収剤としては、紫外線防御効果、又は原料としての
汎用性の観点から、２，４－ビス－｛［４－（２－エチル－ヘキシルオキシ）－２－ヒド
ロキシ］－フェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，
４，６－トリス［４－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５
－トリアジン、２－［４－（ジエチルアミノ）－２－ヒドロキシベンゾイル］安息香酸ヘ
キシルエステル、及び４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシ－ジベンゾイルメタンから
なる群より選択される少なくとも１種が好ましい。
【００３８】
　本発明における（Ｂ）有機紫外線吸収剤としては、さらに桂皮酸系紫外線吸収剤（例え
ば、オクチルメトキシシンナメート（パラメトキシ桂皮酸エチルヘキシル）、エチル－４
－イソプロピルシンナメート、メチル－２，５－ジイソプロピルシンナメート、エチル－
２，４－ジイソプロピルシンナメート、メチル－２，４－ジイソプロピルシンナメート、
プロピル－ｐ－メトキシシンナメート、イソプロピル－ｐ－メトキシシンナメート、イソ
アミル－ｐ－メトキシシンナメート、オクチル－ｐ－メトキシシンナメート（２－エチル
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ヘキシル－ｐ－メトキシシンナメート）、２－エトキシエチル－ｐ－メトキシシンナメー
ト、シクロヘキシル－ｐ－メトキシシンナメート、エチル－α－シアノ－β－フェニルシ
ンナメート、２－エチルヘキシル－α－シアノ－β－フェニルシンナメート、グリセリル
モノ－２－エチルヘキサノイル－ジパラメトキシシンナメート等）を含んでいても良い。
【００３９】
　本発明における（Ｂ）有機紫外線吸収剤は、化粧料全体の０．１～５０質量％とするこ
とができ、好ましくは０．５～３０質量％、さらに好ましくは１～２０質量％である。
【００４０】
　さらに、本発明の化粧料は、前記（Ａ）オルガノ（ポリ）シロキサン以外の、（Ｃ）シ
リコーン油を含むことが好ましい。シリコーン油としては、揮発性シリコーン油が挙げら
れる。揮発性シリコーン油としては、ジメチルポリシロキサン（２量体、３量体、４量体
、５量体）、カプリリルメチコン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシ
クロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、テトラメチルテトラハイ
ドロジェンシクロテトラシロキサン、トリストリメチルシロキシメチルシラン、テトラキ
ストリメチルシロキシシラン等が挙げられる。好ましくはジメチルポリシロキサン（４量
体、５量体）、カプリリルメチコン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチル
シクロヘキサシロキサン、トリストリメチルシロキシメチルシラン、テトラキストリメチ
ルシロキシシランである。さらに、不揮発性のジメチルポリシロキサン、フェニルトリメ
チコン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルヘキシルポリシロキサン、メチルハイド
ロジェンポリシロキサン、ジメチルシロキサン・メチルフェニルシロキサン共重合体等の
低粘度から高粘度の直鎖或いは分岐状のオルガノポリシロキサン、テトラメチルテトラフ
ェニルシクロテトラシロキサン、アミノ変性オルガノポリシロキサン、高重合度のガム状
ジメチルポリシロキサン、ガム状アミノ変性オルガノポリシロキサン、ガム状のジメチル
シロキサン・メチルフェニルシロキサン共重合体等のシリコーンゴム、及びシリコーンガ
ムやゴムの環状シロキサン溶液、トリメチルシロキシケイ酸、トリメチルシロキシケイ酸
の環状オルガノポリシロキサン溶液、ステアロキシシリコーン等の高級アルコキシ変性オ
ルガノポリシロキサン、高級脂肪酸変性オルガノポリシロキサン、アルキル変性オルガノ
ポリシロキサン、長鎖アルキル変性オルガノポリシロキサン、フッ素変性オルガノポリシ
ロキサン、シリコーン樹脂及びシリコーンレジンの溶解物等が挙げられ、好ましくは、不
揮発性のジメチルポリシロキサン、フェニルトリメチコン、メチルフェニルポリシロキサ
ン、メチルヘキシルポリシロキサン、メチルハイドロジェンポリシロキサン、ジメチルシ
ロキサン・メチルフェニルシロキサン共重合体等の低粘度から高粘度の直鎖或いは分岐状
のオルガノポリシロキサンである。これら（Ｃ）シリコーン油は、化粧料全体の１～７０
質量％とすることができ、好ましくは１～５０質量％、さらに好ましくは５～３０質量％
である。
【００４１】
　本発明の化粧料はさらに、（Ｄ）エステル油を含むものであることが好ましい。この（
Ｄ）エステル油としては、アジピン酸ジイソブチル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、ア
ジピン酸ジ－２－ヘプチルウンデシル、モノイソステアリン酸Ｎ－アルキルグリコール、
イソステアリン酸イソセチル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、ジ－２－
エチルヘキサン酸エチレングリコール、２－エチルヘキサン酸セチル、トリ－２－エチル
ヘキサン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトー
ル、オクタン酸セチル、オクチルドデシルガムエステル、オレイン酸オレイル、オレイン
酸オクチルドデシル、オレイン酸デシル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、ジカプ
リン酸ネオペンチルグリコール、クエン酸トリエチル、コハク酸２－エチルヘキシル、ス
テアリン酸イソセチル、ステアリン酸ブチル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジ
－２－エチルヘキシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、イソノナン酸イソノニル、イソノ
ナン酸イソトリデシル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、
パルミチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２－ヘプチルウンデシル、１２－ヒドロ
キシステアリル酸コレステリル、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、ミリスチン酸
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イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、ミリ
スチン酸ミリスチル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ラウリン酸エチル、ラウリン
酸ヘキシル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸－２－オクチルドデシルエステル、ラウ
ロイルサルコシンイソプロピルエステル、リンゴ酸ジイソステアリル、アセトグリセリル
、トリイソオクタン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリイソパルミチ
ン酸グリセリル、モノステアリン酸グリセリル、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリ
ル、トリミリスチン酸グリセリル、ミリスチン酸イソステアリン酸ジグリセリル等が挙げ
られる。さらに、アボガド油、アマニ油、アーモンド油、イボタロウ、エノ油、オリーブ
油、カカオ脂、カポックロウ、カヤ油、カルナウバロウ、肝油、キャンデリラロウ、精製
キャンデリラロウ、牛脂、牛脚脂、牛骨脂、硬化牛脂、キョウニン油、鯨ロウ、硬化油、
小麦胚芽油、ゴマ油、コメ胚芽油、コメヌカ油、サトウキビロウ、サザンカ油、サフラワ
ー油、シアバター、シナギリ油、シナモン油、ジョジョバロウ、スクワラン、スクワレン
、セラックロウ、タートル油、大豆油、茶実油、ツバキ油、月見草油、トウモロコシ油、
豚脂、ナタネ油、日本キリ油、ヌカロウ、胚芽油、馬脂、パーシック油、パーム油、パー
ム核油、ヒマシ油、硬化ヒマシ油、ヒマシ油脂肪酸メチルエステル、ヒマワリ油、ブドウ
油、ベイベリーロウ、ホホバ油、水添ホホバ油、マカデミアナッツ油、ミツロウ、ミンク
油、メドウフォーム油、綿実油、綿ロウ、モクロウ、モクロウ核油、モンタンロウ、ヤシ
油、硬化ヤシ油、トリヤシ油脂肪酸グリセライド、羊脂、落花生油、ラノリン、液状ラノ
リン、還元ラノリン、硬質ラノリン、酢酸ラノリン、酢酸ラノリンアルコール、ラノリン
脂肪酸イソプロピル等が挙げられる。これら（Ｄ）エステル油は、化粧料全体の０．５～
５０質量％とすることができ、好ましくは１～３０質量％、さらに好ましくは２～２０質
量％である。
【００４２】
　さらに本発明の化粧料には、化粧品用に許容される油剤を含むことができる。このよう
な液状油剤としては、上記の他に、炭化水素油、高級脂肪酸、フッ素系油等を挙げること
ができる。炭化水素油としては、α－オレフィンオリゴマー、軽質イソパラフィン、イソ
ドデカン、軽質流動イソパラフィン、酢酸ブチル等が挙げられ、不揮発性のオゾケライト
、スクワラン、合成スクワラン、植物性スクワラン、スクワレン、セレシン、パラフィン
、パラフィンワックス、ポリエチレンワックス、ポリエチレン・ポリピロピレンワックス
、（エチレン／プロピレン／スチレン）コポリマー、（ブチレン／プロピレン／スチレン
）コポリマー、流動パラフィン、流動イソパラフィン、プリスタン、ポリイソブチレン、
水添ポリイソブテン、マイクロクリスタリンワックス、ワセリン等が挙げられる。高級脂
肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウ
ンデシレン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、アラキドン酸、エイコサペンタエ
ン酸（ＥＰＡ）、ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシ
ステアリン酸等が挙げられ、高級アルコールとしては、ラウリルアルコール、ミリスチル
アルコール、パルミチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、ヘキ
サデシルアルコール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール、ヘキシルドデカ
ノール、オクチルドデカノール、セトステアリルアルコール、２－デシルテトラデシノー
ル、コレステロール、フィトステロール、ＰＯＥコレステロールエーテル、モノステアリ
ルグリセリンエーテル（バチルアルコール）、モノオレイルグリセリルエーテル（セラキ
ルアルコール）等が挙げられる。フッ素系油剤としては、パーフルオロポリエーテル、パ
ーフルオロデカリン、パーフルオロオクタン等が挙げられる。化粧品に許容される油剤の
配合量は化粧料の剤系によっても異なるが、化粧料全体の１～９８質量％とすることがで
き、１～５０質量％の範囲が好適である。
【００４３】
　本発明の化粧料は、その目的に応じて水も配合することができる。
【００４４】
　本発明の化粧料は、さらに１種または２種以上の界面活性剤を含むことができる。本発
明の化粧料は使用目的に応じて界面活性剤を配合することで、より使用性に優れた化粧料
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となる。界面活性剤としては、アニオン性、カチオン性、非イオン性及び両性の界面活性
剤があるが、本発明の化粧料に含まれる界面活性剤は特に制限されるものではなく、通常
の化粧料に使用されるものであれば、いずれのものも使用することができる。
【００４５】
　具体的に例示すると、アニオン性界面活性剤としては、ステアリン酸ナトリウムやパル
ミチン酸トリエタノールアミン等の脂肪酸セッケン、アルキルエーテルカルボン酸及びそ
の塩、アミノ酸と脂肪酸の縮合物塩、アルカンスルホン酸塩、アルケンスルホン酸、脂肪
酸エステルのスルホン酸塩、脂肪酸アミドのスルホン酸塩、ホルマリン縮合系スルホン酸
塩、アルキル硫酸エステル塩、第二級高級アルコール硫酸エステル塩、アルキル及びアリ
ルエーテル硫酸エステル塩、脂肪酸エステルの硫酸エステル塩、脂肪酸アルキロールアミ
ドの硫酸エステル塩、ロート油等の硫酸エステル塩類、アルキルリン酸塩、エーテルリン
酸塩、アルキルアリルエーテルリン酸塩、アミドリン酸塩、Ｎ－アシル乳酸塩、Ｎ－アシ
ルサルコシン塩、Ｎ－アシルアミノ酸系活性剤等；カチオン性界面活性剤としては、アル
キルアミン塩、ポリアミン及びアミノアルコール脂肪酸誘導体等のアミン塩、アルキル四
級アンモニウム塩、芳香族四級アンモニウム塩、ピリジウム塩、イミダゾリウム塩等が挙
げられる。
【００４６】
　非イオン性界面活性剤としては、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステ
ル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル、ポリエチレ
ングリコール脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、メチルグルコシド脂肪酸エステル
、アルキルポリグルコシド、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシプロピレ
ンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
ソルビトール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレンプロピレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオ
キシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンフィトスタノールエーテル、ポリオキシ
エチレンフィトステロールエーテル、ポリオキシエチレンコレスタノールエーテル、ポリ
オキシエチレンコレステロールエーテル、直鎖或いは分岐状ポリオキシアルキレン変性オ
ルガノポリシロキサン、直鎖或いは分岐状ポリオキシアルキレン・アルキル共変性オルガ
ノポリシロキサン、直鎖或いは分岐状ポリグリセリン変性オルガノポリシロキサン、直鎖
或いは分岐状ポリグリセリン・アルキル共変性オルガノポリシロキサン、アルカノールア
ミド、糖エーテル、糖アミド等が挙げられる。
【００４７】
　両性界面活性剤としては、ベタイン、アミノカルボン酸塩、イミダゾリン誘導体、アミ
ドアミン型等が挙げられる。
【００４８】
　これらの界面活性剤の中でも、分子中にポリオキシエチレン鎖を有する直鎖或いは分岐
状のオルガノポリシロキサン、分子中にポリグリセリン鎖を有する直鎖或いは分岐状のオ
ルガノポリシロキサン、或いはそれぞれのアルキル共変性オルガノポリシロキサンである
界面活性剤が好ましい。市販品としては、特に限定されるものではないが、ＫＦ－６０１
１、ＫＦ－６０１１Ｐ、ＫＦ－６０４３、ＫＦ－６０１２、ＫＦ－６０１３、ＫＦ－６０
１５、ＫＦ－６０１６、ＫＦ－６０１７、ＫＦ－６０２８、ＫＦ－６０２８Ｐ、ＫＦ－６
０３８、ＫＦ－６１００、ＫＦ－６１０４、ＫＦ－６１０５（何れも信越化学工業（株）
製）等がある。また、ＨＬＢが２～１０である界面活性剤が好ましく、配合量は、化粧料
全体の０．１～２０質量％であることが好ましく、特に０．２～１０質量％の範囲が好適
である。
【００４９】
　本発明の化粧料は、更に１種または２種以上の粉体を含んでも良い。粉体としては、通
常の化粧料に使用されるものであれば、その形状（球状、針状、板状等）や粒子径（煙霧
状、微粒子、顔料級等）、粒子構造（多孔質、無孔質等）を問わず、いずれのものも使用
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することができる。例えば無機粉体、有機粉体、界面活性剤金属塩粉体、有色顔料、パー
ル顔料、タール色素、金属粉末顔料、天然色素、染料等の着色剤があげられる。
【００５０】
　無機粉体の具体例としては、酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化亜鉛、酸化セリウム
、酸化マグネシウム、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、炭酸カルシウ
ム、炭酸マグネシウム、タルク、マイカ、カオリン、セリサイト、白雲母、合成雲母、金
雲母、紅雲母、黒雲母、リチア雲母、ケイ酸、無水ケイ酸、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸
マグネシウム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウム、
ケイ酸ストロンチウム、タングステン酸金属塩、ヒドロキシアパタイト、バーミキュライ
ト、ハイジライト、ベントナイト、モンモリロナイト、ヘクトライト、ゼオライト、セラ
ミックスパウダー、第二リン酸カルシウム、アルミナ、水酸化アルミニウム、窒化ホウ素
、窒化ボロン、シリカ、シリル化シリカ等が挙げられる。
【００５１】
　有機粉体の例としては、ポリアミドパウダー、ポリアクリル酸・アクリル酸エステルパ
ウダー、ポリエステルパウダー、ポリエチレンパウダー、ポリプロピレンパウダー、ポリ
スチレンパウダー、ポリウレタン、ベンゾグアナミンパウダー、ポリメチルベンゾグアナ
ミンパウダー、テトラフルオロエチレンパウダー、ポリメチルメタクリレートパウダー、
セルロース、シルクパウダー、ナイロンパウダー、１２ナイロン、６ナイロン、ジメチル
ポリシロキサンを架橋した構造を持つ架橋型球状ジメチルポリシロキサン微粉末、架橋型
球状ポリメチルシルセスキオキサン微粉末、架橋型球状オルガノポリシロキサンゴム表面
をポリメチルシルセスキオキサン粒子で被覆してなる微粉末、疎水化シリカ、スチレン・
アクリル酸共重合体、ジビニルベンゼン・スチレン共重合体、ビニル樹脂、尿素樹脂、フ
ェノール樹脂、フッ素樹脂、ケイ素樹脂、アクリル樹脂、メラミン樹脂、エポキシ樹脂、
ポリカーボネイト樹脂、微結晶繊維粉体、デンプン末、脂肪酸デンプン誘導体末、ラウロ
イルリジン等が挙げられる。
【００５２】
　界面活性剤金属塩粉体（金属石鹸）の例としては、ウンデシレン酸亜鉛、イソステアリ
ン酸アルミニウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸カルシ
ウム、ステアリン酸マグネシウム、ミリスチン酸亜鉛、ミリスチン酸マグネシウム、セチ
ルリン酸亜鉛、セチルリン酸カルシウム、セチルリン酸亜鉛ナトリウム、パルミチン酸亜
鉛、パルミチン酸アルミニウム、ラウリン酸亜鉛等が挙げられる。
【００５３】
　有色顔料の具体例としては、酸化鉄、水酸化鉄、チタン酸鉄の無機赤色顔料、γ－酸化
鉄等の無機褐色系顔料、黄酸化鉄、黄土等の無機黄色系顔料、黒酸化鉄、カーボンブラッ
ク等の無機黒色顔料、マンガンバイオレット、コバルトバイオレット等の無機紫色顔料、
水酸化クロム、酸化クロム、酸化コバルト、チタン酸コバルト等の無機緑色顔料、紺青、
群青等の無機青色系顔料、タール系色素をレーキ化したもの、天然色素をレーキ化したも
の、及びこれらの粉体を複合化した合成樹脂粉体等が挙げられる。
【００５４】
　パール顔料の具体例としては、酸化チタン被覆雲母、酸化チタン被覆マイカ、オキシ塩
化ビスマス、酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆タルク、魚鱗箔、酸化
チタン被覆着色雲母等；金属粉末顔料としては、アルミニウムパウダー、カッパーパウダ
ー、ステンレスパウダー等が挙げられる。
【００５５】
　タール色素としては、赤色３号、赤色１０４号、赤色１０６号、赤色２０１号、赤色２
０２号、赤色２０４号、赤色２０５号、赤色２２０号、赤色２２６号、赤色２２７号、赤
色２２８号、赤色２３０号、赤色４０１号、赤色５０５号、黄色４号、黄色５号、黄色２
０２号、黄色２０３号、黄色２０４号、黄色４０１号、青色１号、青色２号、青色２０１
号、青色４０４号、緑色３号、緑色２０１号、緑色２０４号、緑色２０５号、橙色２０１
号、橙色２０３号、橙色２０４号、橙色２０６号、橙色２０７号等；天然色素としては、
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カルミン酸、ラッカイン酸、カルサミン、ブラジリン、クロシン等から選ばれる粉体が挙
げられる。
【００５６】
　これらの粉体のうち、本発明においては、少なくとも一部がジメチルポリシロキサンを
架橋した構造を持つ架橋型球状ジメチルポリシロキサン微粉末、架橋型球状ポリメチルシ
ルセスキオキサン微粉末、架橋型球状ポリシロキサンゴム表面をポリメチルシルセスキオ
キサン粒子で被覆してなる微粉末、架橋型球状ジフェニルポリシロキサンゴム表面をポリ
メチルシルセスキオキサン粒子で被覆してなる微粉末、疎水化シリカが好ましく、また、
フッ素基を有する粉体、着色剤も用いられる。市販品としては、ＫＭＰ－５９０、ＫＳＰ
－１００、ＫＳＰ－１０１、ＫＳＰ－１０２、ＫＳＰ－１０５、ＫＳＰ－３００（何れも
信越化学工業（株）製）等がある。
【００５７】
　これらの粉体は、粉体の複合化や一般油剤、シリコーン油、フッ素化合物、界面活性剤
等で処理したものも使用することができる。例えば、フッ素化合物処理、シリコーン樹脂
処理、ペンダント処理、シランカップリング剤処理、チタンカップリング剤処理、油剤処
理、Ｎ－アシル化リジン処理、ポリアクリル酸処理、金属石鹸処理、アミノ酸処理、無機
化合物処理、プラズマ処理、メカノケミカル処理などによって事前に表面処理されていて
もいなくてもかまわない。必要に応じて一種、又は二種以上用いることができる。また、
これらの粉体の配合量は、化粧料全体の９９質量％以下の範囲が好適である。特に、粉末
化粧料の場合の配合量は、化粧料全体の８０～９９質量％の範囲が好適である。
【００５８】
　本発明は、さらに１種または２種以上の、分子構造中に（Ｅ）アルコール性水酸基を有
する化合物を含んでも良い。かかる化合物としては、エタノール、イソプロパノール等の
低級アルコール、ソルビトール、マルトース等の糖アルコール等があり、コレステロール
、シトステロール、フィトステロール、ラノステロール等のステロール、ブチレングリコ
ール、プロピレングリコール、ジブチレングリコール、ペンチレングリコール等の多価ア
ルコール等があるが、通常は水溶性一価のアルコール、水溶性多価アルコールが多く用い
られる。分子構造中にアルコール性水酸基を有する化合物の配合量は、化粧料全体の９８
質量％以下の範囲が好適である。
【００５９】
　本発明は、さらに１種または２種以上の親水性基を有しない架橋型オルガノポリシロキ
サン重合物と液状油剤からなる組成物を含んでも良い。該架橋型オルガノポリシロキサン
重合物は、アルキルハイドロジェンポリシロキサンを分子鎖末端に反応性ビニル性不飽和
基を有する架橋剤と反応させることによって得られる。アルキルハイドロジェンポリシロ
キサンとしては直鎖ないし一部分岐単位を有するメチルハイドロジェンポリシロキサン、
炭素数が６～２０のアルキル鎖がグラフトされたメチルハイドロジェンポリシロキサン等
をあげることができる。ケイ素原子に結合した水素原子は、分子中に平均で二つ以上必要
である。架橋剤は、メチルビニルポリシロキサンやα、ω－アルケニルジエン等のように
、分子中に二つ以上のビニル性反応部位を持つものがあげられる。これらの例として特許
第１９２５７８１号、特許１９３２７６９号、国際公開ＷＯ０３－２４４１３、特開２０
０９－１８５２９６の各公報に記載されている組成物が挙げられる。該架橋型メチルポリ
シロキサンを、例えば自重以上の０．６５ｍｍ２／秒（２５℃）～１００．０ｍｍ２／秒
（２５℃）の低粘度シリコーン、流動パラフィン、スクワラン、イソドデカン等の炭化水
素油やトリオクタノイン等のグリセライド油、エステル油で膨潤させる。また、これらの
架橋型オルガノポリシロキサンは市販品としては、特に限定されるものではないが、シリ
コーン油でペースト状にしたＫＳＧ－１５、ＫＳＧ－１６、ＫＳＧ－１８、ＫＳＧ－１６
１０、ＵＳＧ－１０３、炭化水素油やトリグリセライド油でペースト状にしたＵＳＧ－１
０６、ＫＳＧ－４１、ＫＳＧ－４２、ＫＳＧ－４３、ＫＳＧ－４４、ＫＳＧ－８１０（何
れも信越化学工業（株）製）等がある。該親水性基を有しない架橋型オルガノポリシロキ
サンと液状油剤からなる組成物の配合量は、化粧料の総量に対して０．１～５０質量％で
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あることが好ましく、更に好ましくは１～３０質量％である。
【００６０】
　本発明の化粧料は、さらに１種または２種以上の親水性基を有する架橋型オルガノポリ
シロキサン重合物と液状油剤からなる組成物を含んでも良い。該親水性基としては、ポリ
エーテル基、ポリグリセリン基が好ましい。該ポリエーテル基及び／又はポリグリセリン
基を有する架橋型オルガノポリシロキサン重合物は、アルキルハイドロジェンポリシロキ
サンを分子鎖末端に反応性ビニル性不飽和基を有する架橋剤と反応することによって得ら
れる。アルキルハイドロジェンポリシロキサンとして、ポリオキシエチレン鎖がグラフト
されたメチルハイドロジェンポリシロキサン、ポリグリセリン鎖がグラフトされたメチル
ハイドロジェンポリシロキサン等をあげることができ、ケイ素原子に結合した水素原子は
、分子中に平均で二つ以上必要である。架橋型オルガノポリシロキサン重合物を、自重以
上の０．６５ｍｍ２／秒（２５℃）～１００．０ｍｍ２／秒（２５℃）の低粘度シリコー
ン、流動パラフィン、スクワラン、イソドデカン等の炭化水素油やトリオクタノイン等の
グリセライド油、エステル油に膨潤させる。架橋剤は、メチルビニルポリシロキサンやα
、ω－アルケニルジエン、グリセリントリアリルエーテル、ポリオキシアルキニル化グリ
セリントリアリルエーテル、トリメチロールプロパントリアリルエーテル、ポリオキシア
ルキニル化トリメチロールプロパントリアリルエーテル等のように、分子中に二つ以上の
ビニル性反応部位を持つものがあげられるが、これらを反応させた架橋物は、少なくとも
１つの親水基を有するものである。組成物としては、特許２６３１７７２号、特開平９－
１３６８１３号、特開２００１－３４２２５５号、国際公開ＷＯ０３／２０８２８、特開
２００９－１８５２９６の各公報に記載されているものが好ましい。また、これらの架橋
型オルガノポリシロキサンは市販品としては、特に限定されるものではないが、シリコー
ン油でペースト状にしたＫＳＧ－２１０、ＫＳＧ－２４０、ＫＳＧ－７１０、炭化水素油
やトリグリセライド油でペースト状にしたＫＳＧ－３１０、ＫＳＧ－３２０、ＫＳＧ－３
３０、ＫＳＧ－３４０、ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－８３０、ＫＳＧ－８４０（何れも信越
化学工業（株）製）等がある。また、該親水性基を有する架橋型オルガノポリシロキサン
と液状油剤からなる組成物の配合量は、化粧料の総量に対して０．１～５０質量％である
ことが好ましく、更に好ましくは１～３０質量％である。
【００６１】
　本発明の化粧料は、その目的に応じてシリコーンワックスを含むこともできる。このシ
リコーンワックスは、５員環以上のラクトン化合物の開環重合物であるポリラクトンを結
合させたポリラクトン変性ポリシロキサンであることが好ましい。あるいは、このシリコ
ーンワックスは、ピロリドン基、長鎖アルキル基、ポリオキシアルキレン基、フルオロア
ルキル基、カルボン酸などのアニオン基の中から選択された少なくとも一つの官能基を分
子中に含有するアクリル変性ポリシロキサンであることが好ましい。市販品としては、長
鎖アルキル基を有するワックスとして、ＫＰ－５６１Ｐ、ＫＰ－５６２Ｐ（何れも信越化
学工業（株）製）等が例示される。
【００６２】
　本発明の化粧料は、その目的に応じて油溶性ゲル化剤を含むこともできる。油溶性ゲル
化剤としては、例えばアルミニウムステアレート、マグネシウムステアレート、ジンクミ
リステート等の金属セッケン、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸、α，γ－ジ－ｎ－ブ
チルアミン等のアミノ酸誘導体、デキストリンパルミチン酸エステル、デキストリンステ
アリン酸エステル、デキストリン２－エチルヘキサン酸パルミチン酸エステル等のデキス
トリン脂肪酸エステル、ショ糖パルミチン酸エステル、ショ糖ステアリン酸エステル等の
ショ糖脂肪酸エステル、フラクトオリゴ糖ステアリン酸エステル、フラクトオリゴ糖２－
エチルヘキサン酸エステル等のフラクトオリゴ糖脂肪酸エステル、モノベンジリデンソル
ビトール、ジベンジリデンソルビトール等のソルビトールのベンジリデン誘導体、ジメチ
ルベンジルドデシルアンモニウムモンモリロナイトクレー、ジメチルジオクタデシルアン
モニウムモンモリナイトクレー等の有機変性粘土鉱物等から選ばれる１種または２種以上
の油溶性ゲル化剤が挙げられる。
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　また、本発明の化粧料としては、上記化粧料成分を配合してなる、メイクアップ下地、
コンシーラー、白粉、リキッドファンデーション、油性ファンデーション、頬紅、アイシ
ャドウ、マスカラ、アイライナー、アイブロウ、口紅等のメイクアップ化粧料、シャンプ
－、リンス、トリートメント、セット剤等の毛髪化粧料、制汗剤、日焼け止めオイルや日
焼け止め乳液、日焼け止めクリームなどの紫外線防御化粧料等が挙げられる。
【００６４】
　また、これらの化粧料の形状としては、液状、乳液状、クリーム状、固形状、ペースト
状、ゲル状、粉末状、プレス状、多層状、ムース状、スプレー状、スティック状等、種々
の形状を選択することができる。
【００６５】
　さらに、これらの化粧料の形態としては、水性、油性、油中水型エマルション、水中油
型エマルション、非水エマルション、Ｗ／Ｏ／ＷやＯ／Ｗ／Ｏなどのマルチエマルション
等、種々の形態を選択することができる。
【実施例】
【００６６】
　以下、合成例、及び本発明の化粧料の実施例、比較例を示し、本発明を具体的に説明す
るが、本発明は下記の実施例に制限されるものではない。尚、特に断らない限り、以下に
記載する「％」は「質量％」を意味し、各例の全体の質量を１００％として各成分の質量
％を表す。粘度は、キャノンフェンスケ型粘度計により測定した、２５℃での数値である
。
【００６７】
合成例（１）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、２－アリルフェノール１５
０ｇと塩化白金酸テトラメチルジビニルジシロキサン錯体の２－プロパノール３％溶液０
．０４ｇを入れ、８０℃に昇温した。撹拌下でヘプタメチルハイドロジェントリシロキサ
ン２４８ｇを滴下し、１００℃で３時間熟成した。得られた反応物を窒素バブリング下、
１５０℃で減圧ストリップすることにより、未反応原料を取り除き、下記構造のオルガノ
ポリシロキサン、粘度２４ｍｍ２／ｓの淡褐色透明液体を得た。
【化６】

【００６８】
合成例（２）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、オイゲノール５３ｇと塩化
白金酸テトラメチルジビニルジシロキサン錯体の２－プロパノール３％溶液０．０１ｇを
入れ、８０℃に昇温した。撹拌下でヘプタメチルハイドロジェントリシロキサン７３ｇを
滴下し、１００℃で３時間熟成した。得られた反応物を窒素バブリング下、１６０℃で減
圧ストリップすることにより、未反応原料を取り除き、下記構造のオルガノポリシロキサ
ン、粘度１９ｍｍ２／ｓの淡褐色透明液体を得た。
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【化７】

【００６９】
合成例（３）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、２－アリルフェノール７８
ｇと塩化白金酸テトラメチルジビニルジシロキサン錯体の２－プロパノール３％溶液０．
０１ｇを入れ、８０℃に昇温した。撹拌下でテトラメチルジハイドロジェンジシロキサン
４０ｇを滴下し、１００℃で３時間熟成した。得られた反応物を窒素バブリング下、１５
０℃で減圧ストリップすることにより、未反応原料を取り除き、下記構造のオルガノポリ
シロキサン、粘度８５０ｍｍ２／ｓの淡褐色透明液体を得た。
【化８】

【００７０】
合成例（４）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、２－アリルフェノール２９
５ｇと塩化白金酸テトラメチルジビニルジシロキサン錯体の２－プロパノール３％溶液０
．０５ｇを入れ、８０℃に昇温した。撹拌下で両末端ＳｉＨ含有ジメチルシロキサン５量
体３５６ｇを滴下し、１００℃で３時間熟成した。得られた反応物を窒素バブリング下、
１５０℃で減圧ストリップすることにより、未反応原料を取り除き、下記構造のオルガノ
ポリシロキサン、粘度４１０ｍｍ２／ｓの淡褐色透明液体を得た。
【化９】

【００７１】
比較合成例（１）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、α－メチルスチレン１３０
ｇと塩化白金酸テトラメチルジビニルジシロキサン錯体の２－プロパノール３％溶液０．
０２ｇを入れ、８０℃に昇温した。撹拌下でヘプタメチルハイドロジェントリシロキサン
２２２ｇを滴下し、１００℃で３時間熟成した。得られた反応物を窒素バブリング下、１
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４０℃で減圧ストリップすることにより、未反応原料を取り除き、下記構造のオルガノポ
リシロキサンを得た。
【化１０】

【００７２】
比較合成例（２）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、２－アリルフェノール３０
０ｇと塩化白金酸テトラメチルジビニルジシロキサン錯体の２－プロパノール３％溶液０
．０６ｇを入れ、８０℃に昇温した。撹拌下で両末端ＳｉＨ含有ジメチルシロキサン７量
体５０４ｇを滴下し、１００℃で３時間熟成した。得られた反応物を窒素バブリング下、
１５０℃で減圧ストリップすることにより、未反応原料を取り除き、下記構造のオルガノ
ポリシロキサンを得た。

【化１１】

【００７３】
（実施例１～６及び比較例１～６）
［溶解性試験］
　表１、２中の各成分を２５ｍｌのガラス瓶に入れ、８０℃に加熱、撹拌して化粧料を調
製した。次に、室温まで冷却し、１週間放置し、成分の析出有無を観察した。結果を表１
、２に示す。
析出状態：○成分の析出が観察されなかった。　×：成分の析出が観察された。
【表１】

ジフェニルシロキシフェニルトリメチコン：ＫＦ－５６Ａ（信越化学工業社製）
【００７４】
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【００７５】
　本発明における（Ａ）オルガノポリシロキサンを含む化粧料は、安定性が高いことが確
認された。
【００７６】
（実施例７～１０、比較例７～９）
　下記表３に示す成分を用い、下記製造方法に従って日焼け止め化粧料を調製した。
（製造方法）
工程Ａ：成分１～１２を加熱混合する。
工程Ｂ：成分１３～１６を均一混合する。
工程Ｃ：Ａを撹拌しながらＢを加える。
【００７７】
［官能評価方法］
　調製した日焼け止め化粧料を皮膚に十分塗布し、乾燥を行った後に評価を行った。室温
１ヶ月後の安定性、ベタつきのなさ、のびの良さ、ざらつきのなさ、化粧持ちの良さ、密
着感について官能評価した。結果を「効果がある」と回答したパネラーの人数により、下
記の評価基準で示す。
【００７８】
［評価基準］
◎：４～５人が効果あると回答
○：３人が効果あると回答
△：２人が効果あると回答
×：効果あると回答したのは１人または０人
【００７９】
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【表３】

アルキル－ポリエーテル変性シリコーン：ＫＦ－６０３８　信越化学工業社製
【００８０】
　上記結果の通り、本発明の日焼け止め化粧料は、安定性が高く（成分の析出がなく）、
ベタつきがなく、のびの良く、ざらつきのない、化粧持ちの良い、密着感もある化粧料で
あることが確認された。
【００８１】
（実施例１１）サンカットクリーム
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．ジメチルポリシロキサン　６ｃｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　１７．５
２．合成例（１）のオルガノポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　１４．０
３．２－［４－（ジエチルアミノ）－２－ヒドロキシベンゾイル］
安息香酸ヘキシルエステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
４．パラメトキシケイ皮酸オクチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０
５．架橋型ポリエーテル変性シリコーン（※１）　　　　　　　　　　　　　５．０
６．ポリエーテル変性シリコーン　（※２）　　　　　　　　　　　　　　　１．０
７．親油化処理酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
８．塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
９．１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
１０．防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
１１．香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
１２．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１．０
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
（※１）架橋型ポリエーテル変性シリコーン：ＫＳＧ－２１０（信越化学工業製）
（※２）ポリエーテル変性シリコーン：ＫＦ－６０１７（信越化学工業製）
【００８２】
（製造方法）
Ａ：成分１の一部に成分２を加えて均一にし、成分７を添加してビーズミルにて分散した
。
Ｂ：成分１の残部と成分３～６を均一に混合した。
Ｃ：成分８～１０及び成分１２を混合して均一に溶解した。
Ｄ：ＢにＣを加えて乳化し、Ａ及び成分１１を添加してサンカットクリームを得た。
【００８３】
　以上のようにして得られたサンカットクリームはべたつきがなく、のび広がりも軽く、
しかも密着感に優れ、おさまりも良く、化粧持ちも非常に優れており、温度や経時に対し
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ても非常に安定であることが確認された。
【００８４】
（実施例１２）マスカラ
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．ＭＱレジン　（※１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０
２．分岐ポリエーテル変性シリコーン　（※２）　　　　　　　　　　　　２．０
３．有機変性粘土鉱物　　（※３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
４．カルナウバワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０
５．蜜蝋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０
６．イソドデカン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１．０
７．合成例（３）のオルガノポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　１０．０
８．２，４，６－トリス［４－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）
アニリノ］－１，３，５－トリアジン　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
９．シリコーン処理黒酸化鉄　（※４）　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
１０．シリコーン処理タルク　（※４）　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
１１．防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
（※１）ＭＱレジン：ＫＦ－７３１２Ｊ（信越化学工業社製）
（※２）分岐ポリエーテル変性シリコーン：ＫＦ－６０２８Ｐ（信越化学工業社製）
（※３）有機変性粘土鉱物：：ベントン３８ＶＣＧ（ＥＬＥＭＥＮＴＩＳ社製）
（※４）シリコーン処理黒酸化鉄、タルク：ＫＦ－９９０９処理品（信越化学工業社製）
【００８５】
（製造方法）
Ａ：成分１～１１を加熱撹拌しながら、均一混合し、マスカラを得た。
【００８６】
　以上のようにして得られたマスカラはべたつきがなく、のび広がりも良く、化粧持ちも
非常に優れており、温度や経時に対しても非常に安定であることが確認された。
【００８７】
（実施例１３）クレンジングジェル
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．ヒドロキシプロピルメチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
２．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
３．トリイソステアリン酸ポリオキシエチレングリセリル（２０ＥＯ）　　　８．０
４．ポリオキシエチレンラウリルエーテル（５ＥＯ）　　　　　　　　　　　５．０
５．合成例（１）のオルガノポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　５．０
６．１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
７．エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
８．メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
９．香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００８８】
（製造方法）
　成分１～９を常温にて均一に混合し、クレンジングジェルを得た。
【００８９】
　実施例１３のクレンジングジェルはさっぱりとしており、滑らかな使用感、水洗性に優
れたクレンジングジェルであった。
【００９０】
（実施例１４）　スティック状口紅
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質量（％）
１．　ポリエチレンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０
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２．　マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　　　　　３．０
３．　セレシンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
４．　トリ－２エチルヘキサン酸グリセリル　　　　　　　　　　　２０．０
５．　テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリット　　　　　　１０．０
６．　ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
７．　２－エチルヘキサン酸セチル　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
８．　合成例（１）のオルガノポリシロキサン　　　　　　　　　　　３．０
９．　赤２０２号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
１０．　黄色４号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
１１．　酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
１２．　黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
１３．　フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
１４．　香料適量
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００９１】
（製造方法）
（１）成分１～８を１００℃にて均一に溶解混合する。
（２）（１）に成分９～１４を添加し、均一に混合する。
（３）（２）を容器に流し込み、冷却してスティック状口紅を得た。
【００９２】
　実施例１４のスティック状口紅は、滑らかな使用感、付着性、化粧持ちに優れた口紅で
あった。
【００９３】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は例示であり
、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様な
作用効果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に含有される。
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